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文武両道による人格の形成  

 

                                         
   
  

 
 
 
 
 
 
 

   

    

                                         

   

   

                            

 
 
                                                

            

            

       

第
62
回
卒
業
式
が
２
月
27

日
（
土
）
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

 
朝
か
ら
生
憎
の
雨
模
様
か
と

思
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
式
の
始
ま

る
頃
か
ら
し
だ
い
に
晴
天
に
向

               

か
い
、
「
晴
れ
男
」
を
自
称
す

る
校
長
の
面
目
躍
如
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
し
た
。 

 

式
は
粛
々
と
進
行
し
、
卒
業

生
代
表
の
答
辞
で
は
、
あ
ち
ら

第
62
回 

卒 

業 

式

こ
ち
ら
で
目
頭
を
お
さ
え
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

盛
大
な
拍
手
に
包
ま
れ
な

が
ら
、
式
場
を
後
に
す
る
３

年
生
の
堂
々
と
し
た
晴
れ
や

か
な
姿
も
印
象
的
で
、
思
い

出
に
残
る
素
晴
ら
し
い
卒
業

式
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、 

前
日
の
授 

賞
式
で
は
、
、 

「
校
花
賞
」 

が
７
名
の 

生
徒
に
贈 

ら
れ
ま
し 

た
。 

 
「
校
花
賞
」
は
、
運
動
部

で
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
文
化

部
で
は
全
国
総
文
に
出
場
す

る
な
ど
、
顕
著
な
活
躍
を
し

た
生
徒
の
功
績
を
讃
え
て
贈

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

     
 

第３学年の先生方 
卒業式の朝、玄関前にて 
３年間、お疲れさまでした

校
花
賞 

【
ボ
ー
ト
部
】 

第
57
回
全
日
本
高
等
学
校 

選
手
権
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

出
場 

藤
原
桜
子
・
中
池
志
帆
美

梶
原
し
お
り
・
上
月
理
紗

【
美
術
部
】 

第
33
回
全
国
高
等
学
校 

総
合
文
化
祭
出
場 

岸
野
照
葉 

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞 

中
野
江
梨
子 

【
書
道
部
】 

第
33
回
全
国
高
等
学
校 

総
合
文
化
祭
出
場 

花
房
玲
香 

           

卒
業
記
念
植
樹

お
わ
る 

前
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
62

回
生
卒
業
記
念
植
樹
の
「
さ
る

す
べ
り
」
が
、
部
室
棟
と
体
育

館
の
間
の
庭
に
植
樹
さ
れ
て
い

ま
す
。 

こ
の
樹
木
は
「
百
日
紅
」
と

い
う
名
の
と
お
り
、
７
月
～
９

月
の
100
日
間
、
紅
色
（
ま
た
は

白
）
の
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま

す
。 

       

夏
の
間
、
そ
ん
な
に
長
期
間

に
わ
た
っ
て
花
を
咲
か
せ
る
木

は
大
変
珍
し
く
、
場
所
が
ち
ょ

う
ど
部
室
前
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
夏
の
部
活
で
疲
れ
た
生

徒
達
を
大
い
に
癒
し
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。 

さ
て
百
周
年
に
は
、
ど
の
よ

う
な
花
を
咲
か
し
て
く
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
楽
し
み
に
し
た

い
も
の
で
す
。 

部室前に「百日紅」

 
「校花賞」授賞式 

ちょっと一言 ウエイトトレーニングで「もう、だめだ」と思った瞬間、次の運動が出来なくなってしま

う。これを「心理的限界」という。他に「生理的限界」がある。生理的限界を超えると自身の筋肉の

動きで骨折したり、命まで失うことがある。そのために心理的限界が先に働くことになる。では心理

的限界は、どうやって決まっているのでしょうか？自分で限界づけているのです。変化や成長を求

めるならば、限界を極め、限界をさらに深めてみよう。君の潜在能力は、無限大です。 


